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繊維学会誌「報文」活性化と正確な引用文献表記をお願い致します
－－繊維学会誌引用の際は“Sen’i Gakkaishi”と表記してください－－

繊維学会誌では論文誌としての価値を高めて、より一層会員の皆様、投稿者の皆様に貢献したいと考えており
ます。

これまで以上に積極的な御投稿をお願い申し上げますとともに、本誌を含め各種学術雑誌に研究成果を御発表
されます場合には、繊維学会誌の積極的な引用についても併せてお願い申し上げます。

特に引用を頂く際には、誌名の正確な綴りにもご留意いただきますようお願いいたします。現在の繊維学会誌
「報文」は、“Sen’i Gakkaishi”（n と i の間はアポストロフィでハイフンではありません）の表記をお使いいただ
きますようお願いいたします。

投稿時の体裁変更のお知らせ
これまで、投稿していただく際にカメラレディー形式に整えていただくことをお願いして参りましたが、今般

印刷システムの見直しにより、カメラレディー形式での投稿は必須ではなくなりました。
テキストデータ、図表データを別々のファイルでご用意いただき、図表の差し込み位置が分かるように本文中

に示していただければ、ベタ打ちで投稿いただけます。図、写真は jpeg 形式で、表はテキスト情報が抽出可能
な word 等で作成してください。その際本文はＡ4 判に 10.5 から 12 ポイントのサイズで、改行幅は 1.5 行程度に
設定してください。

また、図表のレイアウトや大きさなど著者の体裁上のご希望を予めお伝えいただけ、ページ数の見積もりも可
能なため、これまで同様カメラレディー形式に整えていただいても結構です。カメラレディーひな形はホームペー
ジからダウンロードしていただけます。

投稿の際の負担を軽減することで、より迅速快適に研究成果をご発表いただけるようになりました。今後とも
繊維学会誌への積極的なご投稿をお待ちしております。

「報 文」編集委員
Sen’ i Gakkaishi, Editorial Board

編集委員長 � 谷 要（和洋女子大学大学院） 編集副委員長 塩 谷 正 俊（東京工業大学大学院）
Editor in Chief Kaname Katsuraya Vice-Editor Masatoshi Shioya
編集委員 河 原 豊（群馬大学大学院） 木 村 邦 生（岡山大学大学院） 久保野 敦 史（静岡大学）
Associate Yutaka Kawahara Kunio Kimura Atsushi Kubono
Editors 澤 渡 千 枝（静岡大学） 鋤 柄 佐千子（京都工芸繊維大学大学院）高 寺 政 行（信州大学）

Chie Sawatari Sachiko Sukigara Masayuki Takatera
武 野 明 義（岐阜大学） 趙 顯 或（釜山大学校）登 阪 雅 聡（京都大学）
Akiyoshi Takeno Hyun Hok Cho Masatoshi Tosaka
久 田 研 次（福井大学大学院） 菅 井 清 美（新潟県立大学）山 根 秀 樹（京都工芸繊維大学大学院）
Kenji Hisada Kiyomi Sugai Hideki Yamane
吉 水 広 明（名古屋工業大学大学院） 和 田 昌 久（京都大学大学院）
Hiroaki Yoshimizu Masahisa Wada

The Society of Fiber Science and Technology, Japan (2014 & 2015)
President T. Kikutani (Tokyo Institute of Technology)
Vice-Presidents T. Kanaya (Kyoto University)

K. Hamada (Shinshu University)
H. Murase (Toyobo Co., Ltd.)

Member-promoting Officer M. Tokita (Tokyo Institute of Technology)
Editor in Chief “Sen’i to Kogyo” A. Tsuchida (Gifu University)
Editor in Chief “Sen’i Gakkaishi” K. Katsuraya (Wayo Women’s University)
Treasurers H. Oikawa (Tohoku University)

K. Ogino (Tokyo University of Agriculture & Technology)
K. Inomata (Nagoya Institute of Technology)
K. Hisada (University of Fukui)
H. Urakawa (Kyoto Institute of Technology)
K. Tanaka (Kyushu University)

Planning Officers T. Iwata (The University of Tokyo)
M. Aoyama (Toray Industries, Inc)
K. Katsuraya (Wayo Women’s University)
A. Tsuchida (Gifu University)
K. Ogino (Tokyo University of Agriculture & Technology)
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「繊維と工業」編集委員
編 集 委 員 長 土田 亮（岐阜大学）
編集副委員長 �谷 要（和洋女子大学大学院）出口 潤子（旭化成せんい㈱）
編 集 委 員 植野 彰文（KBセーレン㈱）大島 直久（東海染工㈱） 金 翼水（信州大学） 小寺 芳伸（三菱レイヨン㈱）

澤田 和也（大阪成蹊短期大学）高崎 緑（宮城教育大） 寺本 喜彦（東洋紡㈱） 西田 幸次（京都大学化学研究所）
西村 高明（王子ホールディングス㈱） 増田 正人（東レ㈱） 村上 泰（信州大学） 山田 秀夫（帝人㈱）
吉田 耕二（ユニチカトレーディング㈱）

顧 問 浦川 宏（京都工芸繊維大学大学院）

開催年月日 講演会・討論会等開催名（開催地） 掲載頁

27． 3．18㈬ 第 3回日韓親善学術研究・講演会（福島市・福島大学 募金記念棟第一会議
室） A4

4．16㈭ 平成 27 年度繊維学会北陸支部学術普及講演会 高性能繊維の最新動向と産
業への展開（福井市・福井県工業技術センター） A3

6． 3㈬
7． 1㈬
8． 5㈬
9． 2㈬

10．14㈬
11． 4㈬

第 20 講「研究開発リーダー実務講座 2015」－企業の未来を担う理想の研究
開発リーダー像とは？－（大阪市・大阪科学技術センター） A5

6．13㈯
14㈰ 日本人間工学会 第 56 回大会（東京都・芝浦工業大学） A6

9． 2㈬
～ 4㈮

第 63 回年次大会（平成 27 年度）・工学教育研究講演会ならびに国際セッション－イノベー
ションを牽引する－工学教育の国際化－（福岡市・九州大学工学部（伊都キャンパス）） A6

9．23㈬
～25㈮ 第 63 回レオロジー討論会（神戸市・神戸大学工学部） A6

繊維学会誌広告掲載募集要領・広告掲載申込書 平成22年 6 月号
繊維学会定款（平成24年 4 月 1 日改訂） 平成24年 3 月号
Individual Membership Application Form 平成24年12月号
繊維学会誌報文投稿規定（平成24年 1 月 1 日改訂） 平成26年 1 月号
訂正・変更届用紙 平成26年 3 月号
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平成27年度繊維学会主要行事予定

正会員の皆様へメールアドレス登録のお願い

ご高承の通り、昨今、情報提供のための環境は大きく変化し、伝達ツールはその利便性から電子メールに代表される電
子媒体が主なものになってきております。さらに伝えるべき情報量も増大している現状があります。本学会におきまして
も、各種情報を電子メールで提供したい、もしくは受領したいとの要望が多くなってきており、メールによる情報一斉配
信（繊維学会本部行事のご案内など）は重要な会員サービスと考えられますので、会員の皆様の情報のご提供をお願いいた
します。

なお、提供者の意志に基づいてご提供いただいた情報（またはその更新）につきましては、事務局と連携し HP 担当理事
が責任を持って行うものといたします。また、繊維学会プライベートポリシーに則って、本人の同意なく第三者へ開示提
供することはありません。

具体的な作業について説明いたします。
1）テンプレートとなるエクセルファイル（mail-template.xls）を繊維学会ホームページ（http : //www.fiber.or.jp/）から

ダウンロードしてください（ダウンロードができない、またはご希望の場合は、その旨を「member-inform@fiber.
or.jp」までお伝えください。添付ファイルで返送いたします）。

2）必要事項をご記入後、ファイル名を「会員番号（12 桁の数字のほうでお願いします）.xls」と変えて保存してくださ
い。12 桁の会員番号は学会誌の発送宛名シールに記載されております（例：00000xxxxx00）。

3）作成したファイルを「member-inform@fiber.or.jp」までご送付ください。
なお、疑問点がございましたら、上記アドレスまでお問い合わせください。

複写される方へ

平成27年度分 正会員年会費自動引落し日のご連絡
年会費の自動引落しをお申込み頂いています正会員の皆様の口座からの年会費の自動引落し日は

平成 27 年 4 月 27 日㈪
になりますのでご通知申し上げます。

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所
平成27年度年次大会 平成27年 6 月10日㈬～ 6 月12日� タワーホール船堀（東京都江戸川区）
第45回夏季セミナー 平成27年 7 月29日㈬～ 7 月31日� 北九州国際会議場（小倉）

本誌に掲載された著作物を複写したい方は、㈳日本複写
権センターと包括複写許諾契約を締結されている企業の
方でない限り、著作権者から複写権等の行使の委託を受
けている次の団体から許諾を受けてください。
〒107－0052 東京都港区赤坂 9－6－41 乃木坂ビル

（中法）学術著作権協会
TEL : 03－3475－5618，FAX : 03－3475－5619
E-mail : info@jaacc.jp

著作物の転載・翻訳のような、複写以外の許諾は、直接
本会へご連絡ください。
アメリカ合衆国における複写については、次に連絡して
ください。
Copyright Clearance Center, Inc.
222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923 USA
Phone：1－978－750－8400 FAX：1－978－646－8600
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平成27年度繊維学会北陸支部学術普及講演会
高性能繊維の最新動向と産業への展開

炭素繊維をはじめとする高性能繊維を用いた複合材料は、世界が注目する未来の材料として、自動車産業、航空宇宙産

業の他、多岐にわたる産業分野での活用が期待されています。北陸地域でも金沢工業大学革新複合材料研究開発センター

が設立され、本地域の繊維産業が有する高い技術力を活かしたものづくりを推進しています。本講演会では、複合材料に

関する最新の開発動向や実際の活用事例、今後の用途展開についてご講演いただきますので、是非ご参加くださいますよ

うご案内します。また、4 月 16 日～18 日は、福井県工業技術センターの一般公開が開催されています。

主 催：繊維学会北陸支部

共 催：福井県工業技術センター、福井県繊維技術協会、日本繊維機械学会テクテキスタイル研究会

日 時：平成 27 年 4 月 16 日㈭ 13 : 30～17 : 10

場 所：福井県工業技術センター 講堂

福井県福井市川合鷲塚町 61－10 TEL : 0776－55－0664

交 通：JR 福井駅下車 路線バス（所要時間 約 25 分）

京福バス福井駅西口 10 番のりば 28 系統 運転センター線 つくしの団地下車（徒歩 3 分）

1. 13 :30～13:35 開会挨拶 繊維学会北陸支部長

2. 13 :35～14:25 欧州複合材料展「JEC Europe」2015 調査報告 福井県工業技術センター 笹山 秀樹

3. 14 :25～15:15 炭化ケイ素系セラミック繊維「チラノ繊維」の特性および用途展開について

宇部興産㈱ 澁谷 昌樹

4. 15 :25～16:15 刺繍技術を応用した強化繊維プリフォームとその実用例 タジマ工業㈱ 佐藤 良太

5. 16 :15～17:05 量産電気自動車 BMW i3 車体への CFRP 適用とその背景及び展望

山根健オフィス代表（BMW Japan 技術顧問） 山根 健

6. 17 :05～17:10 閉会挨拶 福井県工業技術センター 化学・繊維部長

定 員：120 名

参加費：1,000 円 （資料代として）

参加登録：4 月 10 日㈮までに会社名・所属・氏名・連絡先電話番号、メールアドレスをご記入の上、FAX（様式は裏面）、

または電子メールで下記にお申し込みください。

申込先：福井県工業技術センター 化学・繊維部 岩下美和

TEL : 0776－55－0664 FAX : 0776－55－0665 E-mail : iwashita@fklab.fukui.fukui.jp

福井大学 大学院工学研究科 植松英之

TEL : 0776－27－9952 FAX : 0776－27－8767 E-mail : uematsu@matse.u-fukui.ac.jp
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第3回日韓親善学術研究・講演会

主 題：最新の高分子科学研究と相互理解

主 催：福島大学共生システム理工学類、繊維学会東北・北海道支部、接着学会東北支部

共 催：東北ポリマー懇話会、蔵前工業会福島県（東京工業大学同窓会）支部、高分子学会東北支部

日 時：平成 27 年 3 月 18 日㈬；12 : 00～16 : 50

場 所：福島大学 募金記念棟第一会議室

第 1部：講演

講 師：

・ソウル大学（韓国）教授 Tae Jin Kang 教授；Electro-responsive Core/Shell Nano Fiber Mats for Smart Textiles

・大阪大学 明石 満 教授；Development of Dimensionally Controlled Polymer Materials by Use of Self-assembly

Based on weak Interactions

・再生医工学バイオマテリアル研究所 赤池敏宏 所長；Innovation in Biomaterials Research -Cadherin・Matrix

Engineering for Homogeneous Reaction Control of ES/ iPS Cells

・東北大学 及川英俊 教授「共役高分子ハイブリッドナノ結晶における最近の展開：Recent Progress on Hybridized

Nanocrystals of Conjugated Polymers」

・福島大学 金澤 等 教授「アミノ酸 NCA の重合の謎を解く・高分子改質で車の軽量化、回想付；Solving the

problems in amino acid NCA polymerization ; Weight-saving of cars by the modification of polymeric materials ;

Memories in my research life.」

・ソウル大学 H-J Kim 教授：Temporary Bonding and UV Laser Debondable Adhesives for

3D Multi-chip Packaging Process

・山形大学 川口正剛 教授「ZrO2 ナノ微粒子を用いた高分子光学材料の屈折率制御」

Refractive index control of polymeric optical materials using ZrO2 nano-particles

・京都女子大（元） 矢井田修 教授：「不織布技術の最新動向；The latest trend of non-woven fabric technology」

・九州大：Dr. Kevin White : “Promoting self-assembly of colloidal plates into smectic mesophase for spray-coatable and

mechanically robust epoxy barrier films and membranes”

第 2部：東北・北海道地区の研究紹介

1）大石好行（岩手大学教授）：機能性トリアジン系ポリマーの開発

2）岡田修司（山形大教授）：高性能電気光学ポリマー実用化を目指して

3）松葉 豪（山形大准教授）：グリーンマテリアル高分子の精密構造制御による物性向上

4）佐藤力哉（山形大准教授）：多分岐ポリマーを用いた機能材料の開発

5）他交渉中

第 3部：産業界からの講演

1）交渉中、藤村忠正（ビジョン開発（株）会長）他

懇親会：あり（有料）：お問合せください。

申込先：〒960－1296 福島市金谷川 1 番地 福島大学・共生システム理工学類

金澤研究室・稲田 文：TEL : 024－548－8184 E-mail : inada_aya@yahoo.co.jp

実行担当者 金澤 等、TEL : 024－548－8184 E-mail : kana@sss.fukushima-u.ac.jp
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平成27年度技術士 第一次試験受験講習会

主 催：（一社）日本繊維技術士センター（JTCC）
技術士法に基づいて行われる技術士第一次試験（試験
日：平成 27 年 10 月 12 日）の受験を支援するため、日
本繊維技術士センターでは以下の通り、受験対策講習
会を開催します。

1. 科目
（1）基礎科目 設計・計画・品質管理、情報・論理、解析、

材料・化学・バイオテクノロジー、環境・エネルギー・
技術（技術史など）

（2）適正科目 技術士の論理
（3）専門科目（繊維部門） 紡糸、加工糸、紡績、織布、ニッ

ト、不織布、浸染・捺染、繊維加工、縫製、繊維製品
試験法・表示法など

注：技術士第一次試験の共通科目は 25 年度から廃止さ
れています。

2. 講習会開催日および会場
〈大阪会場〉

講義：5/23、5/30、6/6、6/20、6/27、7/4、7/11
の計 7 日間

時間：9 時 30 分～17 時まで
模擬試験：8/22㈯ 9 時 30 分～15 時まで
会場：JTCC 本部事務所（大阪市中央区備後町3－4－9

輸出繊維会館 6 階）
申込：JTCC 宛に FAX にて申し込みください。

FAX : 06－6484－6575
〈名古屋会場〉

講義：5/23、5/30、6/20、6/27 の計 4 日間
時間：9 時 30 分～17 時まで
模擬試験：8/22㈯ 9 時 30 分～15 時まで
フォローアップスクーリング：9/5㈯ 9 時30分～

15 時まで
会場：JTCC 東海支部橦木町事務所（名古屋市東区

橦木町 1－1）
〈東京会場〉

講義：7/11、7/18、8/8、8/22 の計 4 日間
時間：9 時 30 分～16 時 30 分まで
模擬試験：8/29㈯ 9 時 30 分～15 時まで
フォローアップスクーリング：9/12㈯ 9 時 30 分

～15 時まで
会場：JTCC 関東支部事務所（東京都中央区日本橋

小伝馬町 12－9 滋賀ビル 506 号）
講義に参加できない方は、通信教育での指導
も可能ですのでご相談ください。

詳細（費用など）は JTCC 本部又は各支部にお問い合
わせください。
JTCC 本 部（TEL : 06－6484－6506）、JTCC 東 海 支 部

（TEL : 052－231－3043）、JTCC 関東支部（TEL : 03－5643
－5112）

第20講
「研究開発リーダー実務講座2015」
－－企業の未来を担う理想の研究開発

リーダー像とは？－－

主 催：近畿化学協会
開催日：第 1 回 6 月 3 日㈬、第 2 回 7 月 1 日㈬

第 3 回 8 月 5 日㈬、第 4 回 9 月 2 日㈬
第 5 回 10 月 14 日㈬、第 6 回 11 月 4 日㈬

場 所：大阪科学技術センター 7 階 700 号室（大阪市西区
靭本町 1－8－4）

プログラム：
第 1 回「リーダーのあり方」
1）メイドインジャパンは生き残れるか－復活へのカギ

－（仮）13 : 30～15 : 30
ボストン・テクノロジー・マネジメント 小野光則

2）グループディスカッション/ミキサー交流会
15 : 45～17 : 45

第 2 回「技術者の挑戦」
1）基盤技術とコア技術に裏付けられた新技術の創生－

歴史があるから明日がある－ 13 : 30～15 : 00
富士フィルム㈱ 柳原直人

2）舞台裏で繰り広げられた創薬のドラマ－睡眠薬ロゼ
レムの誕生秘話－ 15 : 15～16 : 45

武田薬品工業㈱ 内川 治
3）ディスカッション（ミキサー交流会）16 : 45～17 : 45

第 3 回「人材育成と活用」
1）研究開発における女性人材の育成 13 : 30～15 : 00

住友化学㈱ 中山由美子
2）経営者からみた技術人材のあり方 15 : 15～16 : 45

㈱日本触媒 近藤忠夫
3）ディスカッション（ミキサー交流会）16 : 45～17 : 45

第 4 回「知財の活用/新規市場の創出」
1）世界の知財ビジネス最前線と日本の知財戦略

13 : 30～15 : 00
山本特許法律事務所 山本秀策

2）「CD-R の事業化とライセンス戦略」15 : 15～16 : 45
元太陽誘電㈱ 浜田恵美子

3）ディスカッション（ミキサー交流会）16 : 45～17 : 45
第 5 回「R&D から工業化へ」
1）光学分割用キラルカラムの開発・研究から工業化へ

の道のり」13 : 30～15 : 00
元㈱ダイセル 渡加裕三

2）企業における独創的な研究開発の進め方
－手振れ補正などの基本的な発明からスマート家電
の事業化まで－ 15 : 15～16 : 45

パナソニック㈱ 大嶋光昭
3）ディスカッション（ミキサー交流会）16 : 45～17 : 45

第 6 回「R&D のマネジメント」
1）日東電工の技術戦略と継続的な多軸の創出－サステ

ナブル企業を目指して－ 13 : 30～15 : 30
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日東電工㈱ 表 利彦
2）グループディスカッション（ミキサー交流会）
15 : 45～17 : 45

申込・問合せ先：
（一社）近畿化学協会（大阪市西区靭本町 1－8－4
大阪科学技術センター 6 階）
TEL : 06－6441－5531 E-mail : mail@kinka.or.jp
詳細はホームページをご参照ください。

――――――――――――――――――――――――――

共同研究課題の募集

（独）科学技術振興機構（JST）では、国際科学技術共同研究
推進事業（戦略的国際共同研究プログラム）の一環として、
ヴィシェグラード 4 か国（チエコ、ハンガリー、ポーラン
ド、スロバキア）の研究支援機関と協力し、「先端材料」に
関する共同研究課題を募集しています。

〈公募概要〉
1）研究領域 「先端材料」
2）募集締切 4 月 10 日㈮ 19 : 00
3）支援期間（研究期間） 3 年間（支援規模 1 課題あたり

総額 1,800 万円を上限とする）
4）採択予定数 4 課題程度

〈募集の詳細〉
http : //www.jst.go.jp/sicp/announce_v4_1st.html

〈事業の概要〉
http : //www.jst.go.jp/inter/sicorp/index.html

問合せ先：（独）科学技術振興機構（JST） 国際科学技術部
事業実施担当（宮下、箕輪）
TEL : 03－5214－7375 E-mail : jointv4@jst.go.jp

――――――――――――――――――――――――――

第12回（平成27年度）日本学術振興会賞
受賞候補者の推薦について

研究者養成事業の一環として、「日本学術振興賞」を制
定し、優れた若手研究者を顕彰しています。この賞は、創
造性に富み優れた研究能力を有する若手研究者を顕彰し、
その研究意欲を高め、研究の発展を支援することにより、
我が国の学術研究の水準を世界のトップレベルにおいて発
展させることを目的とし、第 12 回（平成 27 年度）日本学術
振興会賞受賞候補者の推薦を募集しています。
1）対象分野 人文学、社会科学および自然科学にわたる

全分野
2）受付期間 平成27年 4 月13日㈪～15日㈬期間中必着
3）詳細の問合せ先 （独）日本学術振興会 研究者養成課

「日本学術振興賞」担当
TEL : 03－3263－0912
URL http : //www.jsps.go.jp/jsps-prize/

日本人間工学会 第56回大会

主 催：（一社）日本人間工学会
日 時：平成 27 年 6 月 13 日㈯、14 日㈰
場 所：芝浦工業大学 芝浦キャンパス（東京都港区芝浦

3－9－14）
問合せ先：日本人間工学会 第 56 回大会 運営事務局

TEL : 03－5510－7923
E-mail : registration@jes2015.jp

――――――――――――――――――――――――――

第63回年次大会（平成27年度）・
工学教育研究講演会ならびに
国際セッション講演募集
－－イノベーションを牽引する
工学教育の国際化－－

主 催：（公社）日本工学教育協会、九州工学教育協会
日 時：平成 27 年 9 月 2 日㈬～4 日㈮
場 所：九州大学工学部（伊都キャンパス）

〒819－0395 福岡市西区元岡 744
TEL : 092－802－2728

発表形式：口頭発表またはポスター発表
問合せ先：日本工学教育協会 事務局 川上理英

〒108－0014 東京都港区芝 5－26－20
建築会館 4 階

TEL : 03－5442－1021
E-mail : kawakami@jsee.or.jp
URL : https//www.jsee.or.jp/taikai/kenkyu/

――――――――――――――――――――――――――

第63回レオロジー討論会の講演募集

主 催：日本レオロジー学会、日本バイオレオロジー学会、
神戸大学大学院工学研究科

日 時：平成 27 年 9 月 23 日㈬～25 日㈮
場 所：神戸大学工学部
講演申込締切：平成 27 年 6 月 22 日㈪
特別企画 1：「バイオレオロジー・リサーチ・フォーラム」
特別企画 2：International Symposium on Rheology

（English Session：一般講演募集）
問合せ先：日本レオロジー学会事務局

〒600－8815 京都市下京区中堂寺粟田町 93
京都リサーチパーク 6 号館 3 階
TEL : 075－315－8687 E-mail : office@srj.or.jp
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